
医
師
の
業
務
を
他
に
振

り
分
け

　

働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
医
師
の

勤
務
時
間
が
減
る
た
め
、
診
療
へ

の
影
響
を
抑
え
る
に
は
業
務
の
効

率
化
が
必
要
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

医
師
に
集
中
し
て
い
た
業
務
を
い

か
に
他
の
医
療
従
事
者
に
振
り
分

け
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
留
置

な
ど
看
護
師
に
も
認
め
ら
れ
た

「
特
定
医
療
行
為
」
を
分
担
で
き
る

よ
う
に
、
看
護
師
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
は
薬

を
た
く
さ
ん
服
用
す
る
こ
と
が
多

く
、
医
師
や
看
護
師
だ
け
で
は
把

握
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
病
棟
で
勤
務
す
る
薬
剤
師

が
薬
を
整
理
し
、
医
師
の
負
担
の

軽
減
を
試
み
て
い
ま
す
。
薬
剤
師

病 院 長
野々村　祝夫

副 病 院 長
財務 ・人事労務 坂田　泰史
医療安全・がん診療 江口　英利
地域医療・医療情報・外部評価

武田　理宏
ホスピタリティ 岩崎　朋之

病院長補佐
小児・周産期 北畠　康司
再開発 貴島　晴彦
研究・臨床研究中核病院

下村伊一郎
中央診療施設 小川　和彦
広報・中期目標・計画

猪阪　善隆
教育・診療体制 新谷　　康
救急医療 織田　　順
女性支援・ダイバーシティ

中島　和江
その他一般業務 土岐祐一郎
経営・組織改革 多田　典史

っ
た
た
め
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
院
が
１
９
９
３
年
に
大
阪
市

か
ら
全
面
移
転
し
て
か
ら
30
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、

大
学
病
院
に
は
超
急
性
期
病
院
と

し
て
の
役
割
や
臨
床
研
究
を
リ
ー

ド
す
る
病
院
と
し
て
の
役
割
が
強

く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
移
転
当
初
の
構
造
で

は
高
度
な
設
備
の
設
置
は
困
難
で

す
。
診
療
ス
ペ
ー
ス
や
当
直
室
な

ど
の
ス
ペ
ー
ス
も
ど
ん
ど
ん
手
狭

に
な
り
ま
し
た
。
病
院
が
よ
り
高

度
な
機
能
を
持
つ
た
め
に
は
、
再

開
発
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

新
棟
の
目
玉
と
し
て
、
ア
イ
セ

ン
タ
ー
と
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
た

く
さ
ん
の
手
術
を
実
施
し
、
超
高

齢
社
会
で
の
眼
科
疾
患
の
増
加
に

対
応
し
ま
す
。
生
殖
医
療
セ
ン
タ

ー
は
不
妊
治
療
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
を
見
越
し
て
計
画
さ
れ
、
抗
が

ん
剤
治
療
前
に
精
子
や
卵
子
、
受

精
卵
を
凍
結
保
存
す
る
ほ
か
、
循

環
器
疾
患
な
ど
リ
ス
ク
を
抱
え
る

患
者
さ
ん
の
不
妊
治
療
な
ど
を
担

い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
で
は
、
複
数
の
病

気
を
抱
え
て
診
療
科
を
ま
た
が
っ

　

４
月
１
日
付
で
、
新
病
院
長
に
泌
尿
器
科
の
野
々
村
祝
夫
教
授

が
就
任
し
ま
し
た
。「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
も
同
日
ス
タ
ー
ト
す

る
な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

本
院
の
対
応
や
今
後
に
つ
い
て
、
野
々
村
病
院
長
に
話
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

﹁
医
師
の
働
き
方
改
革
﹂

ス
タ
ー
ト

　

勤
務
医
の
長
時
間
労
働
を
是
正

す
る
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
が

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
残
業
時
間

は
原
則
と
し
て
年
９
６
０
時
間
が

上
限
と
な
り
ま
し
た
。
医
師
の
勤

務
時
間
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、「
診

療
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
心
配
す
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
本
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
悪

影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
十

分
な
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
２
年
前
か

ら
各
医
師
に
所
在
が
分
か
る
端
末

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
働
き
方
の

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
で
、

手
術
場
や
教
室
、
外
勤
先
に
何
時

か
ら
何
時
ま
で
滞
在
し
た
の
か
を

自
動
的
に
記
録
し
、
改
善
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

が
関
わ
る
こ
と
で
、
医
師
の
負
担

軽
減
だ
け
で
な
く
、
よ
り
高
度
で

精
緻
な
診
療
が
で
き
る
と
い
う
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
、
薬

剤
師
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
る

で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
で
業
務
を

効
率
化
で
き
る
部
分
は
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
ま
す
。
外
来
診
察
中
に

医
師
が
話
し
た
言
葉
を
音
声
認
識

で
電
子
カ
ル
テ
に
記
入
す
る
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
の
説
明
で
共
通
す
る

部
分
は
事
前
に
作
成
し
た
動
画
を

活
用
し
、
個
別
の
質
問
は
き
ち
ん

と
医
師
が
対
応
す
る
と
い
う
仕
組

み
も
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

再
開
発
事
業
で
医
療
の

高
度
化
に
対
応

　

再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
、
本
院

は
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
建
設
中
の
統
合
診
療
棟

は
来
年
５
月
に
運
用
を
開
始
し
、

地
上
８
階
、
地
下
２
階
の
建
物
に

外
来
機
能
や
手
術
室
な
ど
が
入
り

ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
の
外
来
棟

を
壊
し
て
、
跡
地
に
病
棟
を
建
設

す
る
計
画
で
す
。

　

再
開
発
事
業
は
、
建
物
の
構
造

が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な

新病院長　Interview

「精緻」で「高度」な医療を実現
再開発働き方改革 と で

て
受
診
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な

り
、
病
院
と
し
て
の
総
合
力
が
問

わ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
診
療
科
が

そ
ろ
い
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す

る
大
学
病
院
の
重
要
性
は
非
常
に

増
し
て
い
ま
す
。

﹁
生
涯
現
役
の
外
科
医
﹂

　

私
自
身
に
つ
い
て
も
少
し
、
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

所
属
す
る
泌
尿
器
科
は
、
日
本

で
は
外
科
と
内
科
の
要
素
が
ミ
ッ

ク
ス
さ
れ
た
診
療
科
で
す
。
私
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
外
科
医
で
あ

り
、
若
い
頃
か
ら
一
生
懸
命
に
手

術
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
「
生

涯
現
役
の
外
科
医
」
で
あ
り
た
い
。

そ
う
考
え
、
手
術
の
技
量
を
落
と

さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長  

ス
タ
ッ
フ
が
気
持
ち
よ

く
診
察
で
き
る
よ
う
に

　

病
院
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、

最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
財
政
基
盤

の
再
建
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
国
民
が
安
い
医
療
費

で
高
度
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
一

方
、
病
院
側
は
経
営
の
厳
し
さ
に

直
面
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

本
院
は
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

た
稼
働
率
が
以
前
の
水
準
に
回
復

し
な
い
う
え
、
再
開
発
予
算
は
資

材
の
高
騰
の
影
響
で
当
初
よ
り
大

幅
に
膨
ら
み
ま
し
た
。
新
し
い
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
大

学
病
院
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
病
院
経
営

に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

来
年
５
月
に
新
棟
が
ス
タ
ー
ト

す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
も
「
心
機
一

転
、
新
し
い
診
療
を
新
棟
で
や
ろ

う
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
気
持
ち
に
水
を
差

さ
ず
、
気
持
ち
よ
く
診
療
に
当
た

れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

た
財
務
状
況
を
早
急
に
立
て
直
す

つ
も
り
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
医
療
を
提
供
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

執行部一覧
令和6年4月1日現在

野の
の
む
ら

々
村
　
祝の

り
お夫

コンクリートの表面磨き
・機械に乗りながらコンクリートを
　磨き、表面をきれいに仕上げています。

工事用EV
・建物に設置するEVのシャフトを
　利用して工事用の材料搬入のEV
　として利用しています。
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統合診療棟の建設工事

　新型コロナウイルス感染症対策
としてのマスクの着用の考え方が
見直され、令和５年３月13日から
マスクの着用については屋内・屋
外にかかわらず個人の判断に委ね
られることになりました。
　ただし、病院や高齢者施設など、
重症化リスクの高い高齢者や基礎
疾患のある人が周りにいるときに
は、普段よりも感染を広げないた
めの配慮が必要です。
　厚生労働省も病院や高齢者施設
についてはマスク着用の推奨を継
続しており、本院でも当面の間は
院内のスタッフ、患者さん、ご家
族など全ての方にマスク着用をお
願いしております。
　社会が感染対策の緩和に向かう
中でマスクの着用についても、個
人の考え方を尊重すべき段階に来
ていますが、病院内は感染すると
重症化しやすい方が多くいらっし
ゃるため、引き続きのマスク着用
にご協力をお願いいたします。

マスク着用のお願い

私
た
ち
の
隣
に

と
て
も
感
染
症
に
弱
い
方
が
お
ら
れ
ま
す

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

大阪大学「ワニ博士」

こ
の
病
院
に
は
、
病
気
や
治
療
に
よ
り
免
疫
力
が
落
ち
た
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

待
合
室
で
の
あ
な
た
の
隣
の
、
向
か
い
の
患
者
さ
ん
が
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
正
し
い
マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
拡
散
の
可
能
性
を
下
げ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

病院再開発基金へのご寄附のお願い

●詳しくはこちらを   
　ご覧ください

　

令
和
７
年
運
用
開
始
予
定
の
「
統
合
診
療
棟
」の
建
設
工
事

は
、
最
上
階
と
な
る
８
階
ま
で
鉄
骨
が
組
み
あ
が
り
、
外
壁
・

内
装
工
事
も
下
階
か
ら
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

大
工
事
な
ら
で
は
の
工
夫
が
多
く
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
時
に
は
患
者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
(Ｅ
Ｖ
)
に
な
る
空
洞
に

仮
設
Ｅ
Ｖ
を
設
置
し
、
工
事
用
材
料
を
運
搬
し
て
い
ま
す
。

昔
は
何
人
も
の
職
人
さ
ん
が
コ
テ
を
使
っ
て
平
ら
に
し
て
い

た
広
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
面
を
、
騎
乗
式
の
機
械
で
平
ら

に
す
る
こ
と
で
、
早
く
ム
ラ
な
く
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
元
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
の
揺
れ
に
も
影
響
を

受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
工
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
効
率
化
を
図
り

な
が
ら
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

最 上 階 に到達しました　本院は、良質な医療を提供すると共に、医療人の育成と医
療の発展に貢献するという使命を果たすべく、令和7年春の
運用開始を目指し病院再開発事業を行っています。本事業
には大学病院でしかできない臨床医学研究・開発など将来
の医療に必要な部門の整備も含まれています。
　診療機能・未来への医学の研究開発機能のさらなる充実
を図るため、今般、「大阪大学医学部附属病院再開発基金」を、
大阪大学未来基金に立ち上げました。再開発のコンセプト
は、“Futurability待ち遠しくなる未来へ。”です。何卒、本事
業の趣旨にご賛同いただき、ご支援を賜りますようよろし
くお願いいたします。
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今
年
度
の
標
語
が
決
定

 

接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
を
目
指
し
て

　

３
月
５
日
、
病
院
長
室
に
お
い
て
、
竹
原
徹
郎
病
院
長（
当
時
）か
ら
４

名
の
優
秀
標
語
作
成
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
は
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
患
者
さ
ん

の
立
場
に
配
慮
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
の
趣
旨
で
、
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上

に
関
す
る
標
語
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
院
内
で
標
語
を
募
集
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

優秀標語表彰式令和6年度

「
な
に
げ
な
い
　
仕
種
か
ら
伝
わ
る
　
あ
た
た
か
さ
」

（ 

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー　

井
福　

亜
希
さ
ん
）

「
そ
の
違
和
感
　
気
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
　
ま
ず
確
認
」

（ 

管
理
課
電
気
係　

生
垣　

智
也
さ
ん
）

「
目
に
見
え
な
い
　
敵
か
ら
守
る
　
そ
の
マ
ス
ク
」

（ 

医
事
課
診
療
情
報
管
理
係　

阪
本　

陽
子
さ
ん
）

「
基
本
で
す
　
眼
を
見
て
笑
顔
で
　
ご
あ
い
さ
つ
」

（ 

医
療
技
術
部
検
査
部
門　

湯
浅　

美
紀
さ
ん
）

4
～
6
月
期

１
～
３
月
期

10
～
12
月
期

7
～
9
月
期

　今回は、下村伊一郎栄養マネジメント部長おすすめ“スマイル御膳”と題し
まして、皆様に笑顔になっていただくことをテーマに、焼カレーを献立に取
り入れました。こんがりと焼色をつけたチーズカレーには「美味しかった」
というご感想を、お子様からご高齢の方まで多く頂き、幅広い年齢の患者様
に喜んでいただけたおすすめ御膳となりました。またデザートとして、アセ
ロラとチェリーを使った春らしいゼリーや、小児食ではうさぎのババロア大
福を考案し、こちらも好評のお声を頂きました。今後も多くの患者さんに楽
しんでいただける献立作りに取り組んでまいります。

ススママイイ
ルル御膳御膳

・米飯　　　　・焼チーズカレー
・らっきょう　・ポトフ
・サラダ　　　・アセロラゼリー

・米飯
・焼カレー
・漬物
・野菜のコンソメ煮
・マリネ
・杏仁豆腐

  一般食献立

特別治療食
（肝臓B食）

献立

下村伊一郎
栄養マネジメント部長

おすすめおすすめ
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平均92.2%
　（回答数＝644）

ワ
ー
ス
ト
5

1位 携帯電話やインターネット環境 71.5%

2位 お見舞いや面会時間 74.9%

3位 トイレや浴室の環境・設備 77.5%

4位 個室料金 79.2%

5位 エレベータや廊下の快適さ 81.2%

ワ
ー
ス
ト
5

1位 駐車場の広さや台数等 48.6%

2位 診察までの待ち時間 57.4%

3位 会計の待ち時間 67.7%

4位 診察待ちでの声掛け等の配慮 78.3%

5位 会計待ちでの声掛け等の配慮 81.8%

外来 患者さん 満足度ランキング入院 患者さん 満足度ランキング

患者満足度調査

ベ
ス
ト
5

1位 職員の身だしなみ 99.7%

2位 リハビリ職員の説明や態度、言葉遣い 99.2%

3位 検査職員の説明や態度、言葉遣い 98.5%

4位 薬剤師の説明や態度、言葉遣い 98.5%

5位 本人確認、病名、薬の確認や伝達等 98.2%

ベ
ス
ト
5

1位 医師のプライバシー配慮 97.9%
2位 禁煙対策の徹底 97.8%

3位 診察室が清潔で整理整頓されている 97.6%

4位 検査職員の態度や言葉遣い 97.5%

5位 看護師の態度や言葉遣い 96.9%

　外来患者さんの89.8％、入院患者さんの92.2％の方に、「満足」
「やや満足」のご回答をいただきました。満足度の低い項目は、外
来では「駐車場整備等」「診察や会計の待ち時間」、入院では「イン
ターネット環境」「お見舞いや面会」でした。
　これからも患者さんにとって心地よく、治療に専念できる環境
を整えていくため、より多くの患者さんにご意見を伺いたいと思っ
ておりますので、今後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。

外 来　令和5年8月28日～9月1日の5日間
入 院　令和5年10月1日～10月21日の21日間

外来患者さん、入院患者さんを対象とした満足度調査にご協力を
いただき、ありがとうございました。調査結果をご報告いたします。

令和5年度

調査
期間

調査
結果

調査対象の内訳

※小数点以下四捨五入 ※小数点以下四捨五入

調査対象の内訳

平均89.8%
　（回答数＝2398）

結果
発表

入院
患者さん

外来
患者さん

●信頼できる先生に出会えて
　とても嬉しく思います。
●看護師さんは笑顔が素敵で
　気持ちに寄り添ってくれました。
●温かく見守ってくださったスタッフの
　皆様に感謝しています。
●快適な入院生活を過ごすことができ
　大変満足しております。
●食事がとても美味しかったです。

●医療者の皆様は本当に優しく
　対応してくれます。
●職員全体で患者に寄り添い、
　とても安心できる。
●院内はいつも清潔で行き届いた環境です。
●メール呼出システムや後払いサービスで
　だいぶ快適になった。

●フリーWi-Fiが繋がりにくい。
●付き添い家族の環境を改善してほしい。
●医療者間の連絡が不十分で不安になった。
●トイレや浴室が老朽化している。
●個室が高いわりに使い勝手が悪かった。

●診察、会計の待ち時間が長く、
　予約時間より遅れる。
●マイクでの呼び出しが聞き取りにくい。
●待合の椅子が患者数に対して少ない。
●トイレの数が少なく、個室が狭い。
●駐車場から病院まで遠く、
　駐車場入庫に時間がかかる。

具体的なコメント例



　 　 　 　 　 　 　   　

診療部門長等ごあいさつ新新

　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・
教育の充実のため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対して
付与しているものです。

　令和6年度は下記の16名に「病院教授」の称号を付与することを
決定しました。

番号  診療科等名 氏名 職名
1 循環器内科 大谷　朋仁 講師

2 糖尿病・内分泌・代謝内科 西澤　均 寄附講座准教授

3 呼吸器内科 武田　吉人 准教授

4 消化器外科1 小林　省吾 准教授

5 消化器外科2 黒川　幸典 准教授

6 乳腺・内分泌外科 下田　雅史 准教授

7 眼科 松下　賢治 准教授

8 皮膚科 種村　篤 准教授

9 神経内科・脳卒中科 奥野　龍禎 准教授

10 神経科・精神科 吉山　顕次 准教授

11 産科婦人科 澤田　健二郎 准教授

12 小児科 窪田　拓生 准教授

13 泌尿器科 福原　慎一郎 准教授

14 放射線部 巽　　光朗 准教授

15 化学療法部 水木　満佐央 准教授

16 未来医療開発部未来医療センター 岡﨑　利彦 特任准教授（常勤）

「病院教授」の称号付与について

令和6年度

※上記の称号付与者の職名等は令和6年4月1日現在のものです。
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久
●前立腺センター長

●総合周産期母子医療
　センター長

●小児科長

●核医学診療科長

●脳神経精神科部門長

●臨床凍結保存センター長

●感覚・皮膚・運動系科部門長

●救急・集中治療科部門長

●輸血部長 ●臨床検査部長

●腸管不全治療センター長●オンコロジーセンター長

●生殖医療センター長

●女性・母子・泌尿生殖科部門長

●がんゲノム医療センター長

●小児医療センター長

●未来医療開発部長

●胎児診断治療センター長

　2024年1月より小児科長に就任いたしました。
当科は125年を超える歴史を持ち、我が国の小
児医療を牽引するとともに地域医療を支える役
割を担ってきました。当科を構成する八つの専
門グループが固く連携し、経験と技術、そして
愛情によって、こどもたちの健康と豊かな成長・
発達を支えていきます。どうぞよろしくお願いい
たします。　　　　　　（令和6年1月1日就任）

　核医学診療科は放射性薬剤を用いて診断と
治療を行います。診断は全身多岐にわたり、形
態画像診断では捉えにくい病態や機能の診断が
可能です。近年、保険診療で行える核医学治療
の対象疾患が、前立腺癌、神経内分泌腫瘍、褐
色細胞腫・パラガングリオーマと拡大していま
す。最も良い医療が提供できるように更に努め
てまいります。　　　　 （令和6年4月1日就任）

　本部門は神経内科・脳卒中科、脳神経外科、
麻酔科、神経科・精神科で構成されています。
遺伝子診療部のほか、脳卒中、睡眠医療、疼
痛医療、難病医療推進、緩和医療、てんかん、
子どものこころ診療、各センターとも連携して診
療を行なっています。認知症の治験なども推進
しており、臨床研究中核病院として先端医療を
お届けします。　　　　（令和6年4月1日就任）

　各診療科で、多数の臓器、多種の疾患に対
して再生医療の基礎研究、その臨床応用が行
われ、一部の医療は保険収載を受けております。
また、「がん生殖医療」にも取り組んでおり、多
数の検体を保存しています。再生医療やがん生
殖医療の発展には、細胞を長期保存し、品質
のチェック等をする必要があり、安定した管理
に寄与していきます。　（令和6年4月1日就任）

　本部門は、感覚器や運動器に関連する病気
を対象とする眼科、耳鼻咽喉・頭頚部外科、整
形外科、皮膚科、形成外科、リハビリテーショ
ン科からなり、QOLの維持にとって非常に重要
な領域です。部門内における各診療科の連携は
もとより、内科系、外科系など他の診療科と密
接に連携し、最良で安全な医療を提供したいと
考えております。　　　（令和6年4月1日就任）

　救急・集中治療科部門長を拝命しました。高
度救命救急センター・集中治療室といった、高
機能病床を運営する救命救急科・集中治療科
からなる部門で、このたび藤野裕士先生から引
き継ぎました。今後も当部門では内部で連携し
つつ重症診療の役割をしっかりと果たしてまいり
ます。よろしくお願いいたします。
     　　　　　　　　   （令和6年4月1日就任）

　阪大病院では、各診療科において、多数の
臓器、多種の疾患に対して再生医療、遺伝子
治療、医療機器開発、新規薬物治療等様々な
領域でのトランスレーショナルリサーチや高度先
進医療が行われています。こういった未来の医
療をさらに発展させるべく、基礎研究から臨床
応用、製品化まで、全力をあげて支援していき
たいと思います。　　　（令和6年4月1日就任）

　業務の中で日々たくさんの輸血が行われてお
り、高い安全性と信頼性を持つ輸血医療の提供
により皆様の高度な医療をサポートできるようス
タッフ一同努力を続けていきます。また、造血
幹細胞採取・保存に加え、増加傾向にあるCAR-T
細胞療法に関連する業務など、先進医療への
協力も行っていきたいと思っております。よろし
くお願いいたします。　 （令和6年4月1日就任）

　臨床検査部には、検体システム管理部門、臨
床化学検査部門、血液検査部門、感染症免疫
検査部門、生理検査部門があり、それぞれが
高度な専門技術と高度な精度管理のもと、良質
な検査を提供しています。今後さらに臨床検査
部職員が一体となって、病院の発展に尽力して
まいります。よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　（令和6年4月1日就任）

　本部門は、産科・婦人科、小児科、泌尿器
科から構成され、男性・女性・小児の悪性腫
瘍、小児疾患全領域、妊娠・出産など多くの医
療を対象とします。総合周産期母子医療センタ
ー、生殖医療センター、胎児診断治療センター、
そして他の専門診療科と強く連携し、女性・母
子・泌尿生殖科関連の医療の充実、発展に尽
力していきます。　　　（令和6年4月1日就任）

　この度、前立腺センター長を拝命いたしまし
た。前立腺センターは、前立腺肥大症に伴う排
尿機能異常と前立腺癌を主な対象としています。
金曜日に前立腺センター外来枠を設けて、泌尿
器科医・放射線治療医の両方から充分な説明
を聞いて頂き、治療成績や合併症などについて
充分なご理解がいただけるように外来診療を行
っております。　　　　（令和6年4月1日就任）

　総合周産期母子医療センターでは、産科・
小児科NICUを含め多職種・専門診療科の総力
を挙げて、大阪府の周産期医療を牽引していま
す。最重症合併症妊産婦の受け入れや外科的
処置を要する新生児、早産児に対する医療など
を進めることで、多くの皆さまに安心して利用い
ただける医療を提供してまいります。　　　　　

（令和6年4月1日就任）

　小児医療センターでは、小児内科系および外
科系のスタッフが力をあわせて充実した小児医
療を提供しています。明るい森をイメージした
病棟で医師・看護師・心理士・保育士・ソー
シャルワーカーが活き活きと活動し、こどもたち
の健康と成長発達を支えています。先進的な医
療を進め、地域連携、救急医療に貢献してまい
ります。　　　　　　　（令和6年4月1日就任）

　本院は2018年にがんゲノム医療中核拠点病
院の指定を受け、19年から遺伝子パネル検査
が保険収載されています。ゲノム医療は身近な
医療になりつつあります。当センターは、がん
遺伝子パネル検査の解析結果を検討するエキス
パートパネル、ゲノム情報に基づく診療の推進、
関連の人材育成等においても貢献する必要があ
ると考えております。　  （令和6年4月1日就任）

　固形癌、血液悪性腫瘍などに対する化学療
法だけでなく、がん支援相談室、患者交流会、
各種セミナーなどの患者支援も行っています。が
ん化学療法は年々増加しており、多くの患者さ
んに安全で適切な治療を行なえるように職員一
同努力してまいります。患者さんに寄り添った、
質の高い治療を行っていきます。よろしくお願
い申し上げます。 　　 （令和6年4月1日就任）

　生殖医療センターでは、泌尿器科・産科婦
人科の生殖医療専門医を含むスタッフを中心に、
胚培養士・看護師・臨床心理士・事務補佐員
から成るチーム診療を行っています。小児科・
総合周産期母子医療センター・小児外科・遺
伝子診療部とともに、妊娠後の周産期管理や遺
伝相談を含む多岐にわたる治療を提供していき
ます。　　　　　　　　（令和6年4月1日就任）

　この度、腸管不全治療センター長を拝命いた
しました。短腸症、腸管運動障害などの腸管不
全の治療は、複数科、多職種の協力によって治
療する必要があり、地域医療との連携も大切と
なります。腸管不全治療センターでは最適な治
療を尽くすように努力していきますので、なにと
ぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（令和6年4月1日就任）

　胎児診断治療センターでは、胎児の疾患に関
わるすべての診療部門が連携し、1．正確な胎
児診断　2．必要な胎児治療　3．胎児診断に
関わるすべての妊婦さんとご家族に対する最大
限のサポート　を提供することを目標に掲げて
活動しています。来院された妊婦さんやご家族
のお気持ちに寄り添った診療を行いたいと考え
ております。　　　　　（令和6年4月1日就任）
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派
遣
要
請
は
続
き
、
阪

大
か
ら
新
た
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
３
隊
、

計
12
人
の
隊
員
を
１
月
17
日
か
ら

27
日
ま
で
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の

３
隊
も
他
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
共
に
、

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
内
に
設
置
さ
れ
た
「
施
設
避
難

者
一
時
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

４
日
ず
つ
継
続
的
に
活
動
し
ま
し

た
。
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
高

齢
者
を
中
心
と
し
た
施
設
避
難
者

を
、
新
た
な
受
入
れ
先
が
見
つ
か

る
ま
で
一
時
的
に
預
か
る
施
設
で
、

ピ
ー
ク
時
の
ベ
ッ
ド
数
は
１
８
０

で
し
た
。
主
な
活
動
内
容
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
本
部
運
営
、
避
難

者
受
入
れ
、
医
療
介
入
要
否
の
判

断
、
内
服
薬
や
食
事
の
管
理
、
医

療
的
な
緊
急
対
応
、
受
入
れ
先
決

定
後
の
送
り
出
し
、
受
入
れ
先
へ

の
搬
送
な
ど
で
し
た
。

　竹原徹郎病院長（当時）、水木満佐央化学療法部長、池田
学神経科・精神科長による本院の未来医療への取組につ
いての講演を申込者限定でＷＥＢ配信しまし
た。阪大病院の最新の研究について知ること
ができたと視聴された方から好評でしたの
で、講演動画を再公開いたします。ぜひご覧
ください。

　2023年度、がん相談支
援室では「治療を乗り切る
セルフケア力を高める」を
テーマに「阪大病院がんサ
ロン」を開催し、臨床心理
士、歯科医師、理学療法
士、栄養士から、患者さんご自身ができる生活の工夫をはじ
め、治療に役立つ情報をお話しいたしました。
　2024年度も「がん治療と付き合っていくために正しい情
報を（得て）活用する」をテーマに各専門家による講演会を開
催する予定です。
　また、毎週水曜日にはウィッグ無料展示相談会、毎月第3
週目にはがん種にかかわらず、どなたでも参加できる分かち
合いの場としての「おしゃべり会」、２ヵ月ごとに東洋医学に
基づいて体調を整えることを目的としたツボ講座や婦人科
がん患者会ソレイユによる茶話会も開催していますので、お
気軽にご参加下さい。

　本院では厚生労働省による「がん診療連携拠点病院機能
強化事業」の一環として、一般の方々を対象にがん診療に
関する様々なテーマについて市民公開フォー
ラムを開催しています。第19回となる今回
は「膵がんの治療」をテーマに開催しました。
　当日の資料を本院HPからダウンロードい
ただけますのでぜひご覧ください。

　本院では非常時に備え保存食を備
蓄していますが、今回、マイナ保険証
を利用された方に期限が近づいた保
存食をご提供するキャンペーンを実
施します。被災地への想いとSDGsの
観点からフードロス削減にご協力く
ださい。詳しくは医事課まで。
　また、新設する「統合診療棟」では
マイナ保険証による効率化で、患者
さんの在院時間の短縮を目指します。
　この機会にマイナ保険証の利用に
ご協力をお願いします。

　ご意見箱に寄せられた謝意の多かった部署を表彰
しました。
★西８階病棟　乳腺・内分泌外科、形成外科、皮膚科
★栄養管理室
★西９階病棟　心臓血管外科

　

２

０

２

３

年

11

月

18

日

（
土
）、
19
日（
日
）に
、
千
里
祭

り
２
０
２
３
の
一
環
と
し
て
、

「
千
里
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン 

臨

床
工
学
技
士
の
お
仕
事
を
体
験

し
よ
う
‼
」
を
本
院
の
血
液
浄

化
部
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

高
度
医
療
や
安
全
な
医
療
の
提

供
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る

臨
床
工
学
技
士
の
仕
事
に
つ
い

て
、
小
中
高
生
や
そ
の
保
護
者

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
小
学
生
20
名
、
保

護
者
14
名
、
中
高
生
19
名
の
合

　

令
和
５
年
度
の
防
災
訓
練
を
１

月
20
日（
土
）に
近
隣
で
内
陸
直
下

型
地
震（
震
度
６
程
度
）が
発
生
し

た
と
の
想
定
の
も
と
で
実
施
し
ま

し
た
。
多
数
傷
病
者
が
発
生
し
た

場
合
に
行
う
ト
リ
ア
ー
ジ
や
重
症

エ
リ
ア
、
中
等
症
エ
リ
ア
、
軽
症

エ
リ
ア
の
設
営
・
運
用
を
行
う
と

と
も
に
初
動
時
に
必
要
な
役
割
行

動
を
決
定
し
て
い
く
た
め
の
災
害

対
策
本
部
の
設
営
・
運
用
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
府
か
ら
の
設
置
要

請
等
を
想
定
し
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

拠
点
本
部
の
設
営
・
運
用
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。

大阪大学賞を受賞

　

こ
の
た
び
、
本
院
の
中
央
ク

オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
と

事
務
部
が
、
大
阪
大
学
賞（
大
学

運
営
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
大
学
病
院
の
医
療
の

質
・
安
全
の
向
上
を
図
る
３
つ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
医
療

安
全
・
質
向
上
の
た
め
の
相
互

チ
ェ
ッ
ク
」（
51
国
公
立
大
学
病

院
が
医
療
安
全
に
関
す
る
自
己

評
価
・
他
者
評
価
を
通
じ
て
自

律
的
に
改
善
を
推
進
す
る
訪
問

調
査
事
業
）、「
国
立
大
学
病
院

計
53
名
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
参
加
者
は
ガ
ウ
ン
や
キ
ャ

ッ
プ
を
着
用
し
、
手
術
部
や
集

中
治
療
部
で
使
用
さ
れ
る
補
助

循
環
装
置
（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）や
人
工

呼
吸
器
な
ど
の
高
度
な
医
療
機

器
に
実
際
に
触
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
想
像
以
上

の
体
験
だ
っ
た
」
、「
親
子
で
楽

し
め
た
」
、「
帰
宅
後
も
興
奮
し

て
体
験
の
こ
と
を
話
し
合
っ

た
」、
「
将
来
を
考
え
る
よ
い
機

会
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
多
く

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防災特集

　

阪
大
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
１
月
１
日
の

発
災
当
日
か
ら
出
動
メ
ン
バ
ー
の

調
整
を
開
始
し
て
派
遣
要
請
に
備

え
て
お
り
ま
し
た
。
１
月
９
日
に

大
阪
府
下
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
派
遣
要

請
が
出
さ
れ
、
阪
大
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
第

１
陣
の
派
遣
は
１
月
10
日
か
ら
４

日
間
に
決
ま
っ
た
た
め
、
１
月
９

　

本
院
で
は
毎
年
９
月
１
日（
関
東

大
震
災
）と
１
月
17
日
(阪
神
･
淡

路
大
震
災
）に
「
防
災
の
日
メ
ニ
ュ

ー
」
を
提
供
し
、
患
者
さ
ん
に
食

事
か
ら
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
非
常
食
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
献
立
を
取
り
入
れ
る
こ
と

災
害
時
の
お
薬
に
つ
い
て

お
薬
手
帳
の
活
用

阪
大
病
院
の
患
者
さ
ん
向
け

保
存
食
に
つ
い
て マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進

保
存
食
の
S
D
G
s
対
応

　

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
薬
剤

部
で
は
病
院
の
業
務
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）に
従
い
、
普
段
よ
り
数
日
分

の
医
薬
品
の
備
蓄
、
災
害
時
に
対

応
す
る
エ
リ
ア
用
の
医
薬
品
の
準

備
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
携
帯
用
医
薬
品
の

準
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
災

時
に
は
、
近
隣
医
療
機
関
や
薬
局
、

医
薬
品
卸
、
薬
剤
師
会
等
へ
の
連

絡
と
連
携
を
迅
速
に
行
い
ま
す
。

で
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク（
食
糧

を
循
環
さ
せ
な
が
ら
災
害
に
備
え

る
方
法
）」
が
可
能
と
な
り
、
食
材

を
無
駄
な
く
使
用
す
る
工
夫
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
本
院
で
は
入
院

患
者
さ
ん
３
日
分
の
非
常
食
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、

阪
大
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
一
員
と
し
て
薬

剤
師
も
現
地
支
援
を
実
施
し
、
被

災
者
さ
れ
た
方
の
お
薬
の
確
認
、

お
薬
相
談
、
救
護
所
で
の
処
方
発

行
等
に
対
応
し
ま
し
た
。
こ
の
時

に
役
立
っ
た
の
は
「
お
薬
手
帳
」

で
し
た
。
過
去
の
服
用
歴
、
ア
レ

ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
歴
の
記
載
が

あ
る
お
薬
手
帳
は
、
ご
自
身
で
携

帯
で
き
る
大
切
な
医
療
記
録
で
す
。

お
薬
手
帳
が
あ
れ
ば
、
災
害
時
も

ご
使
用
中
の
お
薬
を
ス
ム
ー
ズ
か

つ
安
全
に
処
方
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

地
震
や
水
害
等
の
災
害
に
備
え
、

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
お

薬
手
帳
と
使
用
中
の
お
薬
を
数
日

分
普
段
よ
り
準
備
し
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

令和5年度

訪問型相互チェックを通じた全
国の国立大学病院における医療
安全マネジメントの実装

業
績
名

写真左から、中島和江中央クオリティマネジメント部長、
西尾章治郎大阪大学総長、多田典史事務部長

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2023年11月18日（土）午後の部の集合写真

千里キャリアデザインの
イベント実施報告

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
能
登

半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
遺
族

と
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
安
全
管
理
協
議
会
」（
44
国

立
大
学
病
院
の
医
療
安
全
の
実

務
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

情
報
共
有
、
人
材
育
成
、
情
報

発
信
）、
「
国
公
私
立
大
学
附
属

病
院
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」（
全

大
学
病
院
の
職
員
に
対
す
る
医

療
安
全
教
育
）の
企
画
、
運
営
を

20
年
以
上
に
わ
た
り
リ
ー
ド
し
、

全
国
の
医
療
安
全
の
基
盤
整
備

に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。
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PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

市民公開フォーラム 「膵がんの治療」

現地での活動の様子

未来医療フォーラム動画公開

令和５年度 ホスピタリティ賞表彰式

がん患者さん向けイベント開催の
お知らせ

司会：化学療法部　部長　水木 満佐央
①膵がんの診断と内科的治療
　消化器内科　学内講師　重川 稔
②膵がんの外科的治療
　消化器外科　講師　髙橋 秀典
③膵がんにおける最新の放射線治療
　放射線治療科　特任助教　林 和彦

普
段
か
ら
お
薬
手
帳
と
使
用
中

の
薬
を
ま
と
め
て
お
く

動画はこちら

資料はこちら

令和6年3月22日（金）

令和6年1月20日（土）

令和6年2月17日（土）

2020年9月1日：レトルト肉じゃがをコロッケ
に、非常食アルファ米をわかめご飯にして提供し、
好評でした。

阪大DMAT 派遣派遣

防災訓練
を実施

能登半島地震への


